
 

 

1｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2020-12-18｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

 

 

1――はじめに 

 

年末年始の日本の恒例行事に年賀状による新年の挨拶があるが、近年は年賀状離れが伝えられてい

る。日本郵便によると、2021年用の年賀ハガキの発行部数は 19億 4198万枚で、2004年用以降で最

も少ないことが報告されている1。ではこうした状況の中で、どういった人が年賀状を出していて、ど

ういった人が年賀状を出さない傾向があるのだろうか。本稿では、ニッセイ基礎研究所が全国の被用

者を対象に行った独自の調査から、男女別、年代別、地域別に、2020年用の年賀状を出した人の割合

を紹介する。結果を先取りしてお伝えすれば、男女別では女性の方が、地域別では中部地方や近畿地

方在住者が年賀状を出した人の割合が大きい傾向が見られた。また、年代別では年代が高いほど年賀

状を出す人の割合が大きくなっていく傾向が確認された。 

 

2――調査の概要 

  

本調査は、ニッセイ基礎研究所が全国の 15～64 歳の被用者2を対象3に実施したインターネット調

査である4。調査回答は、全国 11 地区の性別、年齢の分布を国勢調査の分布に合わせて収集された。

回答数は 6,485 件。そのうち、一定の基準に基いて不正確と考えられる回答を除いた、5,594件を用

いて分析を行った。調査項目には、年齢や性別、居住地域の他、2020 年の年賀状を出したかどうか、

という質問が含まれている。 

 

 
1 朝日新聞DIGITAL(2020/10/29) https://www.asahi.com/articles/ASNBY36QZNBYULFA001.html#:~:text=2021年用の

年賀,過去最大となった。(2020/12/15アクセス) 

2 会社などに雇用されている人、もしくは公務員 

3 株式会社クロスマーケティングのモニター会員 

4 2020年被用者の働き方と健康に関する調査 
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3――男女別年賀状を出した人の割合 

   

まず、回答者全体では、2020年の年賀ハガキを出した人の割合は 52.4％、ハガキ以外の方法で出

した人は 5.1%、喪中の人が 6.5%、出さなかった人は、36.0%であった。男女別に見ると、年賀ハガ

キを出した人の割合は、男性は 51.8%で、女性は 53.2%であり（図 1）、年賀ハガキを出した人の割

合について、男女別の比較では、少し女性の方が割合が大きい傾向があるが、その差は大きくはない

ようである5。 

 

 

 

4――年代別年賀状を出した人の割合 

 

では、年代別ではどうだろうか。年代別に年賀状を出した人の割合を示したのが図 2 である。まず、20 代

以下（15 歳～29 歳）の回答者で、年賀ハガキを出した人の割合は、31.7%であった。そして、年賀ハガキを

出した人の割合は、30代では 45.7%、40代では 56.5%、50代では 63.0%、60代では 68.1%であった。20

代以下で年賀状を出した人の割合は、50代、60代に比べて半分以下になっており、年賀ハガキを出し

た人の割合は、年代が上がるにつれて大きくなっていく傾向が見られた。 

 

 
5 ｚ検定の結果、男女の割合に統計的に有意な差は確認されなかった。 
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5――地域別年賀状を出した人の割合 

   

それでは、年賀状を出した人の割合は、地域別に違いは見られるのだろうか。それを確かめるため

に、全国 7地域別の年賀状を出した人の割合を示したのが図 3である。 

 

 

  

地域別で、最も年賀ハガキを出した人の割合が大きかったのは、中部地方で 55.7%であった。そし

て、次に年賀ハガキを出した人の割合が大きかったのは、近畿地方で 55.3%であった。一方、最も年

賀ハガキを出した人の割合が小さかったのは、九州・沖縄地方で 46.8%で、その次に年賀ハガキを出

した人の割合が小さかったのは、関東地方で 50.7%であった。年賀ハガキを出した人の割合が最も大

きかった中部地区と最も小さかった九州・沖縄地区の割合を比較すると、その差は 8.9%であり、地域
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図2. 年代別年賀状を出した人の割合
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図3. 地域別年賀状を出した人の割合

年賀ハガキを出した ハガキ以外の方法で出した 喪中 出していない

(%)



 

 

4｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2020-12-18｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

間で年賀状を出した人の割合に違いがある可能性があること6が確認された。 

 

6――プロビットモデルの推計結果 

 

最後に、性別、年代、地域の違いと、年賀ハガキの利用率との関連を確認するために、年賀ハガキ

を出した場合に１、それ以外の場合に 0を取るダミー変数を被説明変数とし、性別、年代、地域を説

明変数として、プロビットモデルの推計を行った。喪中の人は除いて推計を行っている。その結果は、

表 1の通りである。 

  

         表 1. 年賀ハガキを出したかどうかと性別、年齢、地域の関係 

被説明変数： 
年賀ハガキを 
出した=1 

性別（男性） 参照カテゴリー 
性別（女性） 0.106*** 
 (0.0363) 

年齢カテゴリー（20代以下） 参照カテゴリー 

年齢カテゴリー（30代） 0.406*** 
 (0.0582) 
年齢カテゴリー（40代） 0.674*** 
 (0.0555) 
年齢カテゴリー（50代） 0.905*** 
 (0.0585) 
年齢カテゴリー（60代） 1.154*** 
 (0.0950) 
地域（北海道） 0.0636 
 (0.0895) 
地域（東北） -0.0229 
 (0.0740) 
地域（関東） 参照カテゴリー 
地域（中部） 0.136*** 
 (0.0512) 
地域（近畿） 0.121** 
 (0.0537) 
地域（中国・四国） 0.0585 
 (0.0652) 
地域（九州・沖縄） -0.0813 
 (0.0633) 
切片 -0.518*** 
  (0.0548) 
N 5230 
疑似決定係数 0.05 

注) 喪中の人は推計に含まれていない。被説明変数は、年賀ハガキを出した場合に 1、 

その他の場合は 0を取るダミー変数。( ) 内には頑健な標準誤差を表示。 

+ p<0.15 * p<0.10 ** p<0.05 *** p<0.01 

 

このプロビットモデルの推計結果からは、2020年の年賀ハガキにおいて、地域や年代の影響を一定

にした上では、男性よりも女性の方が年賀ハガキを出した傾向あることが確認された。また、年代や

 
6ｚ検定の結果、中部地方と九州・沖縄地方の割合には統計的に有意な差が見られた（p<0.01）。 
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性別の影響を一定にした上でも、関東地方に比べて、中部地方や近畿地方在住者の方が年賀ハガキを

出した傾向があること、性別や地域の影響を一定にした上でも、年代が高いほど年賀ハガキを出した

傾向があることが確認された。 

 

7――おわりに 

 

この分析では、性別、年代、地域によって、年賀状の利用率に違いがある可能性が示された。具体

的に見ると、2020年においては、男女別では女性の方が、地域別では中部地方や近畿地方の在住者が、

そして年代別では年代が高い人ほど年賀ハガキの利用率が高い傾向があったことが示された。中でも

年代は年賀ハガキを出すかどうかと顕著な関係が見られた。この要因には、本調査の対象である、被

用者の 15歳から 64歳の間では年代が上がるにつれて社会的なつながりが広がっていく傾向がある可

能性に加え、世代による年賀状への意識の違いも考えられるだろう。そして、この世代による年賀状

への意識の違いは、近年の年賀状離れが進む要因の 1つと考えられるかもしれない。 


